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内
に
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
と
の
十
分
な
事
前
協
議

に
よ
り
、
防
火
・
防
災
の
体
制
を
は
じ
め
施
設
供
用
ル
ー
ル
を

整
備
し
、
日
常
か
ら
意
思
疎
通
を
図
れ
る
連
絡
体
制
を
整
え
、

所
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
安
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し
て
業
務
に
勤
し
ん
で
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す
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●
取
組
み
に
つ
い
て

　
当
事
業
所
は
、
１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）

に
創
業
し
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
日
本
電

線
製
造
株
式
会
社
尼
崎
工
場
と
し
て
設
立
し
、

合
併
・
商
号
変
更
を
経
て
、
現
在
は
、
電
線
・

電
力
ケ
ー
ブ
ル
・
光
フ
ァ
イ
バ
な
ど
の
製
造
事

業
で
培
っ
た
技
術
を
基
に
、
シ
ー
ル
製
品
の
研

究
・
開
発
、
製
造
拠
点
を
生
業
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
余
剰
し
て
い
る
敷
地
建
物
は
、
複
数
の

グ
ル
ー
プ
会
社
が
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
管
理

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
所
内
に
は
複
数
の
事
業
者
が
入
居
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
防
火
・
防
災
の
体
制
を
は
じ
め
施

設
供
用
ル
ー
ル
を
整
備
し
、
毎
月
事
業
者
間
で

意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
日
常
か
ら
意
思
疎
通

を
図
れ
る
連
絡
体
制
を
整
え
、
所
内
の
事
業
者

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
業
務
に
勤
し
ん
で
頂
く

た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
安
全
の
ル
ー
ル
作

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
よ
る
大
津
波

を
想
定
し
、
水
平
避
難
経
路
が
想
定
通
り
に
避

難
可
能
か
日
々
の
状
況
変
化
を
反
映
し
た
避
難

経
路
へ
更
新
し
、
垂
直
避
難
場
所
は
必
要
に
応

じ
再
整
備
を
加
え
、
災
害
の
種
類
や
規
模
に
応

じ
適
切
な
避
難
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
毎
年

テ
ー
マ
設
定
し
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
取
組
み
の
視
点
等

　
日
常
の
防
火
・
防
災
対
策
と
し
て
は
、
災
害

の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
初
動
対
応
か
ら
自
身
の

役
割
を
意
識
し
退
避
行
動
が
執
れ
る
よ
う
、
避

難
訓
練
に
お
い
て
は
、
訓
練
参
加
者
全
員
が
自

身
の
役
割
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
『
訓

練
確
認
シ
ー
ト
』
を
用
い
、
各
々
が
自
身
の
役

割
を
記
入
し
、
目
的
意
識
を
も
っ
た
退
避
行
動

を
執
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
訓
練
開
始
時
に
居
た
場
所
と
全
館
放
送
の

聞
こ
え
方
な
ど
の
状
態
も
報
告
す
る
こ
と
と
し
、

防
災
対
策
上
の
脆
弱
性
の
確
認
に
活
用
す
る
な

ど
、
実
際
の
行
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
か
ら

対
策
を
検
討
し
改
善
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特集

所
内
に
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
と
連
携
し
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
防
災
意
識
を
高
め

目
的
意
識
を
も
っ
た
自
律
的
な
行
動
を
促
す
た
め
の
役
割
意
識
向
上
と
、
避
難
行
動
時

の
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
強
化
が
課
題
で
す
。

所
内
に
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
と
連
携
し
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が
防
災
意
識
を
高
め

目
的
意
識
を
も
っ
た
自
律
的
な
行
動
を
促
す
た
め
の
役
割
意
識
向
上
と
、
避
難
行
動
時

の
判
断
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
強
化
が
課
題
で
す
。

所
内
に
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
と
の
十
分
な
事
前
協
議

に
よ
り
、
防
火
・
防
災
の
体
制
を
は
じ
め
施
設
供
用
ル
ー
ル

を
整
備
し
、
日
常
か
ら
意
思
疎
通
を
図
れ
る
連
絡
体
制
を
整

え
、
所
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
業
務
に
勤
し
ん

で
頂
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
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ま
た
、
自
衛
消
防
隊
の
訓
練
で
は
、
所
内
に

勤
務
す
る
皆
さ
ん
と
自
身
の
安
全
確
保
を
最
優

先
に
考
え
、
各
隊
員
が
多
様
な
役
割
を
状
況
に

応
じ
担
え
る
よ
う
、
日
々
訓
練
を
重
ね
練
度
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
、
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
と
連
携

し
、
所
内
に
多
数
あ
る
消
火
器
の
日
常
点
検
な

ど
を
は
じ
め
、
訓
練
実
施
時
の
安
全
管
理
体
制

に
つ
い
て
も
十
分
に
事
前
協
議
を
実
施
し
確
立

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
取
組
み
の
成
果

　
『
訓
練
確
認
シ
ー
ト
』
を
用
い
た
訓
練
の
成
果

と
し
て
は
、
退
避
行
動
時
の
役
割
と
防
護
措
置

を
認
識
し
訓
練
直
後
に
各
人
が
感
じ
た
課
題
や

感
想
な
ど
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
事
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
結
果
「
訓
練
シ
ナ
リ
オ
の
不
備
」
や
物
理
的

に
避
難
行
動
に
難
が
あ
る
事
が
発
見
で
き
る
場

合
も
あ
り
、
現
実
味
の
あ
る
訓
練
を
実
施
で
き

る
よ
う
評
価
と
反
省
を
加
え
見
直
し
、
今
後
の

訓
練
へ
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
居
す
る
複
数
の
事
業
者
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
安
全
に
訓
練
を
実
施
で
き
た
点
は
、

評
価
で
き
る
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
新
た
な
課
題

　
当
社
単
体
で
は
、
平
均
年
齢
50
歳
以
上
の
高

年
齢
事
業
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
避
難
行
動
に

耐
え
る
体
力
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
歩
行
運
動
の
習
慣
化
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
実
際
に
避
難
場
所
ま
で
歩
き
経
路

を
確
認
し
負
荷
を
体
感
す
る
訓
練
を
実
施
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
発
生
時
の
一
斉

避
難
後
や
休
日
・
夜
間
の
安
否
確
認
連
絡
を
自

主
的
に
発
信
す
る
訓
練
を
は
じ
め
、
各
人
そ
れ

ぞ
れ
が
防
災
意
識
を
高
め
自
律
的
な
行
動
を
促

す
た
め
の
、
啓
蒙
活
動
強
化
が
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

物件名称： 三菱電線工業株式会社　 尼崎事業所
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所 有 者： 三菱電線工業株式会社

利用形態： 管理部門、 製造部門、 研究開発部門、

　 　 　 　 　 営業部門、 関係事業者複数社入居

施設の概要施設の概要
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わが社の防火防災わが社の防火防災特集

中消防署にて操法指導中消防署にて消火器操法指導

小型動力ポンプ操法訓練中消防署にて屋内消火栓操法指導

ホース展開確認訓練2022 年 11 月コ ロナ過での避難訓練

わが社の防火・ 防災訓練わが社の防火・ 防災訓練

中消防署にて操法指導

小型動力ポンプ操法訓練中消防署にて屋内消火栓操法指導

ホース展開確認訓練2022 年 11 月コ ロナ過での避難訓練

中消防署にて消火器操法指導
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わが社の防火防災わが社の防火防災特集

　 事業所内での作業、 設備、 環境における 災害の防止を 図る ため、 日々色々な活動を

行っ ていま す。 自職場では、 危険に対する 感受性の向上、 基本行動の徹底、 作業前危

険予知の推進、 危険作業の複数人対応など に取り 組み、 常にリ ス ク 低減を 意識し てお

り ま す。

　 他部署については、 新規設備導入時の安全診断において、 出来る 限り ハード 面での

リ ス ク 低減を 図る よ う に改善の提言、 取り 組みなど の活動を 行っ ていま す。

　 防災に関し ては、 定期的な初期消火訓練、 避難訓練の実施支援、 避難経路の確保や

減災のための処置対応に取り 組み、 継続的にリ ス ク 低減を図る 活動を 行っ ていま す。

　 ま た、 大津波発生時の避難（ 水平避難） については、 自職場の職員へ日頃から どのよ う に避難を し ていく か、 「 自身の身は

自ら 守る 」 こ と を 念頭に日頃から 考えておく よ う に促す取り 組みを 行っ ていま す。

安全第一　 リ ス ク 低減に取り 組む

Ｑ 　 業務を行う 上で、 防火防災についてどのよう なこ と を意識し ていますか？

Ａ 　 私は、 事業所内に設置し ている 数百本の消火器や小型動力ポン プ・ 消防自動車な

ど の資機材、 水利など の防火管理に関係する 日常点検を 担当し ていま すが、 こ の様

な日々の地道な業務を 怠る こ と なく 確実に遂行する こ と が重要だと 意識し ていま す。

Ｑ 　 社内研修や訓練に参加し て、 どのよう に意識がかわり まし たか？

Ａ 　 私は、 複数年、 自衛消防隊と し て訓練を 続けていま す。

　 　 事業所内のど の場所で火災が発生し ても 、 速やかに初期消火を 実施でき る よ う 、

適切な消防水利位置と 資機材の展開・ 配置について想像し 考える こ と が習慣と なり

ま し た。

Ｑ 　 また、 その意識改革により 実際に何か行動に移し たこ と はあり ますか？

Ａ 　 日々、 自衛消防隊と し て操法訓練を 行う 中で、 身体づく り が必要だと 思い、 頻繁に筋力ト レ ーニングやラ ンニン グを する

よ う になり ま し た。

　 　 今では、 年に数回フ ルマラ ソ ンに参加する など 、 体力の維持・ 増進を心掛けていま す。

管理課　 生産技術担当　 管理課員　 仲川　 愛一郎

日常的に防火防災を 意識する こ と が習慣と なり ま し た

Ｑ 　 あなたの考える防火防災と はなんですか？

Ａ 　 防火については、 火災を発生さ せないための教育や啓蒙活動が重要だと 考えま す。

　 　 自衛消防業務においては、 操法の練度向上も 必要ですが、 事業所内の皆さ んの安

全を 最優先に考え行動を判断し なければなら ないと 考えま す。

　 　 防災の取り 組みと し ては、 安全に避難でき る 経路を 確保する ため、 日常から 点検

整備など 減災のための取り 組みも 重要である と 考えま すが、 大地震や大津波など 不

可抗力事態が発生し た場合に、 個々人が自律的に判断し 落ち着いて退避行動に移れ

る よ う 、 防災意識を 高める 取り 組みが必要と 考えていま す。

Ｑ 　 防火防災について考えるきっ かけと なっ た出来事は何ですか？

Ａ 　 東日本大震災が発生し た２ ０ １ １ 年の５ 月～８ 月に２ ０ 日間、 岩手県沿岸部の復興ボラ ンティ アと し て受け入れていただ

いた際、 抗いよ う のない自然災害においては、 日頃から 生活し ている 場所の脆弱性を 認識し 、 退避行動を 想定し ておく こ と

が重要だと 考える よ う になり ま し た。

Ｑ 　 防火防災について今後新たに取り 組みたいこ と は何ですか？

Ａ 　 想定さ れる 南海ト ラ フ 大地震によ る 大津波以外にも 、 近年、 高潮や線状降水帯によ る 洪水など によ り 『 想定外』 と 言われ

る 自然災害が多発し ており 、 健全な危機意識を共有し 落ち着いて行動でき る よ う 事業所全体で防災意識を 高める 取り 組みを

進めたいと 考えま す。

管理課　 総務・ 安全衛生担当、 自衛消防業務担当　 管理課員 勝部　 真一

安全最優先で自律的な防火防災意識の醸成

管理課　 生産技術担当　 担当課長　 小池　 忠良
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令
和
５
年
度

　
兵
庫
県
危
険
物
安
全
・
安
心
大
会

１
　
消
防
庁
長
官
表
彰

　
　
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所

　
　
　
西
支
部
　
日
油
株
式
会
社
　
尼
崎
工
場

２
　
兵
庫
県
知
事
表
彰

　
　
優
良
事
業
所

　
　
　
西
支
部
　
株
式
会
社
サ
ン
ワ
石
油
商
興

３
　
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会
代
表
理
事
表
彰

　
⑴
　
優
良
危
険
物
取
扱
者

　
　
中
支
部
　
津
村
　
保
行

（
株
式
会
社
築
港
　
大
阪
西
倉
庫
）

　
　
西
支
部
　
平
田
　
大
蔵

（
株
式
会
社
ク
ボ
タ
　
阪
神
工
場
　
武
庫
川
事
業
所
）

　
⑵
　
優
良
危
険
物
事
業
所

　
　
東
支
部
　
日
本
製
鉄
株
式
会
社
　
瀬
戸
内
製
鉄
所

阪
神
地
区
（
神
崎
）

　
　
北
支
部
　
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社

　
尼
崎
工
場

※

敬
称
略

10
月
２
日
（
月
）
16
時
か
ら
尼
崎
市
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
２
回
役
員
会
を
開
催
し
、
次
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

審
議
事
項

１
　
令
和
５
年
度
（
第
58
回
）
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
大
会
に
つ
い
て

⑴
　
と
　
き

　
　
　
令
和
５
年
11
月
15
日
（
水
）
９
時
45
分
〜
12
時

⑵
　
と
こ
ろ

　
　
　
大
庄
西
中
学
校
跡
地

⑶
　
操
法
種
別
と
出
場
人
員

   
ア
　
消
火
器
操
法
の
部
（
８
隊
・
16
名
）

　
　
イ
　
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部
（
８
隊
・
16
名
）

　
　
ウ
　
屋
外
消
火
栓
操
法
の
部
（
８
隊
・
24
名
）

　
　
エ
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部
（
８
隊
・
40
名
）

　
　
オ
　
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部
（
４
隊
・
28
名
）

２
　
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

※

　
詳
細
に
つ
い
て
は
16
頁
に
掲
載

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
５
年
度
　
尼
崎
市
防
火
協
会
　
第
２
回
役
員
会
結
果

３
　
年
末
火
災
特
別
警
戒
に
つ
い
て

※

　
詳
細
に
つ
い
て
は
18
頁
に
掲
載

４
　
令
和
６
年
尼
崎
市
消
防
出
初
式
に
つ
い
て

⑴
　
と
　
き

　
　
　
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

⑵
　
と
こ
ろ

　
　
　
尼
崎
市
中
央
中
学
校

⑶
　
次
　
第

　
　
ア
　
第
１
部
　
観
閲
・
車
両
行
進
・
入
場
行
進

　
　
イ
　
第
２
部
　
式
典

　
　
ウ
　
第
３
部
　
訓
練
展
示
等

令
和
５
年
度
　
尼
崎
市
防
火
協
会
　
第
２
回
役
員
会
結
果
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〔
火
災
編
〕

・
火
災
か
ら
職
場
を
守
る
に
は（

17
分
）

・
職
場
で
取
り
組
む
防
火
管
理
　
あ
な

た
の
職
場
は
大
丈
夫
で
す
か（

15
分
）

・
問
わ
れ
る
防
火
管
理
者
の
責
任
　
職

場
の
な
か
で
の
防
火
対
策
（
23
分
）

・
放
火
を
防
ぐ
住
民
の
手
で
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
（
25
分
）

・
尊
い
命
を
守
る
た
め
に
　
住
宅
用
火

災
警
報
器
（
10
分
）

・
火
災
事
例
か
ら
学
ぶ
　
店
舗
火
災

（
44
分
）

・
こ
わ
い
火
事
を
防
ぐ
消
防
署
の
仕
事

〔
小
学
校
社
会
科
３
・
４
年
生
向
〕

（
17
分
）

・
み
ん
な
で
実
践
！
職
場
の
防
火
管
理

一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
る（

19
分
）

〔
防
災
・
地
震
編
〕

・
職
場
で
取
り
組
む
地
震
対
策
「
あ
な

た
の
職
場
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」

（
19
分
）

・
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
見
た
「
東
日
本
大

震
災
」
（

105
分
）

・
ど
う
守
る
？
自
分
の
命
　
東
日
本
大

震
災
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と（

27
分
）

・
阪
神
大
震
災
　
そ
の
時
く
る
ま
は
　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
験
か
ら
（
27
分
）

・
20
世
紀
日
本
の
地
震
災
害
（
40
分
）

・
稲
む
ら
の
火
（
20
分
）

〔
危
険
物
編
〕

・
危
険
物
施
設
の
自
主
保
安
（
20
分
）

・
危
険
有
機
溶
剤
爆
発
実
験
と
取
り
扱
い

（
16
分
）

・
自
主
保
安
へ
の
た
し
か
な
一
歩

（
20
分
）

・
安
全
は
み
ん
な
の
も
の
（
20
分
）

〔
ア
ニ
メ
編
〕

・
み
ら
い
し
ょ
う
ぼ
う
し
　
キ
ュ
ー
タ

（
12
分
）

・
サ
ル
太
郎
　
地
震
に
は
ま
け
な
い
ぞ

地
震
へ
の
そ
な
え
大
作
戦

（
15
分
）

・
あ
っ
地
震
だ
津
波
は
？
　
じ
ぶ
ん
の

命
は
じ
ぶ
ん
で
ま
も
る
（
14
分
）

防 火 ・ 防 災 映 画

レ ン タ ル Ｄ Ｖ Ｄ の 紹 介

防 火 ・ 防 災 映 画

レ ン タ ル Ｄ Ｖ Ｄ の 紹 介

　 尼崎市防災センタ ーでは防火・ 防災映画のＤ Ｖ Ｄ 等の貸出を行っ ており ますので、

各事業所における防火防災教育等に活用し てく ださ い。

　 揃えているD VD は以下のと おり です。

【 問い合せ】 防火協会事務局　 TEL 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2   FA X  0 6 -6 4 8 3 -5 0 2 2

　 　 　 　 　 　 E-m a il : a m a-s you-s om u@ c ity .a m ag as a k i.h yog o .jp

　 尼崎市防災センタ ーでは防火・ 防災映画のＤ Ｖ Ｄ 等の貸出を行っ ており ますので、

各事業所における防火防災教育等に活用し てく ださ い。

　 揃えているD VD は以下のと おり です。

【 問い合せ】 防火協会事務局　 TEL 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2   FA X  0 6 -6 4 8 3 -5 0 2 2

　 　 　 　 　 　 E-m a il : a m a-s you-s om u@ c ity .a m ag as a k i.h yog o .jp

N E W

N E W

尼崎市消防局公式イ ンスタ グラ ム・ Y o u  T u b e について
　 尼崎市消防局はＳ Ｎ Ｓ による 広報を 積極的に実施するため、 令和４ 年１ １ 月に公式イ ンス

タ グラ ムアカ ウント ・ Yo u  Tub e チャ ンネルを 開設し まし た。

　 防火・ 防災に関する情報や、各種行事等について配信し ており ますので、是非ご覧く ださ い。

　 また、 こ んな情報を 知り たい、 配信し てほし いなど、

ご意見等ございまし たら 、 消防局企画管理課企画管理担当

（ 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2 ） までご連絡く ださ い。

Yo u Tub e イ ンスタ グラ ム

6
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新
入
社
員
防
火
研
修
は
、
事
業

所
に
お
け
る
防
火
管
理
の
重
要

性
、
防
火
意
識
の
高
揚
と
防
火
・
防
災

行
動
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
事
業

所
の
災
害
防
止
を
目
的
に
、
毎
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
防
火
研
修
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
か
？

　
防
災
や
防
火
に
関
し
て
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
に
と
る
べ
き
行
動
な
ど
の
座

学
を
中
心
に
、
実
際
の
現
場
に
近
い
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
消
火
訓
練
、

心
肺
蘇
生
の
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
を
学
べ
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

研
修
に
参
加
す
る
前
、
家
庭
や

会
社
で
防
火
・
防
災
対
策
な
ど

に
つ
い
て
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　
私
は
神
戸
市
出
身
で
、
当
時
ま
だ
生

ま
れ
て
い
な
い
で
す
が
、
阪
神
淡
路
大

震
災
が
起
き
た
1
月
17
日
に
は
、
毎
年

学
校
で
防
災
訓
練
を
し
て
お
り
、
家
族

で
も
地
震
が
来
た
時
の
避
難
場
所
な
ど

を
確
認
し
て
、
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

入
社
し
て
か
ら
も
「
安
全
第
一
」
で
防

災
対
策
は
徹
底
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
「
防
災
」
は
意
識
し
て
い

て
も
、
「
防
火
」
は
家
族
・
会
社
含
め
、

ま
だ
ま
だ
意
識
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

で
す
。

Q

Q

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

神
鋼
鋼
線
工
業
株
式
会
社

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部

圓

戸

ひ
と
み

　 ４ 月１ ３ 日（ 木） 防火協会が開催する 「 新入社

員研修」 に参加さ れた、 神鋼鋼線工業株式会社　

圓戸さ んにお話し を伺いまし た。
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実
際
に
研
修
に
参
加
し
て
、
何

か
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
？

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
初

め
て
出
動
要
請
の
放
送
を
聞
い
た
こ
と

で
す
。
私
が
今
ま
で
受
け
て
き
た
防
火

研
修
や
防
災
訓
練
は
、
消
防
署
の
方
が

学
校
等
に
出
向
い
て
い
た
だ
き
、
受
講

し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
今
回
防
災

セ
ン
タ
ー
で
研
修
に
参
加
し
て
、
出
動

要
請
の
放
送
が
流
れ
た
と
き
、
１
分
１

秒
を
争
う
現
場
の
臨
場
感
を
体
感
し
ま

し
た
。
現
場
で
研
修
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
心
肺
蘇
生
法
や
消
火
活
動

な
ど
、
よ
り
意
識
し
て
研
修
に
参
加
で

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

研
修
後
、
防
火
防
災
意
識
や
考

え
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
か
？

　
研
修
前
は
、
火
災
や
倒
れ
て
い
る
人

を
見
る
と
、
動
揺
し
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
研
修
を
終
え
て
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
1
番
重

要
で
難
し
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
心
肺
蘇
生
法
を
行
う
と
き
、
職
員

の
方
に
「
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
倒
れ

て
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言

わ
れ
、
想
像
し
た
だ
け
で
も
怖
か
っ
た

で
す
が
、
「
冷
静
な
対
応
」
こ
そ
が
、

命
を
守
る
行
動
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
「
研
修
を
1
回
受
け
れ
ば
大
丈

夫
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
突
然
来

る
災
害
に
対
し
て
、
定
期
的
に
訓
練
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
職
場
を
守
る
た

め
に
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」
は
？

　
会
社
で
火
災
現
場
や
災
害
現
場
に
出

く
わ
す
こ
と
は
日
常
的
に
少
な
く
、
毎

日
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
知
っ
て
い
る
の
と
、
知
ら

な
い
と
で
は
大
き
く
変
わ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
こ
と
が
一
つ
で
も
多
く
あ
れ

ば
、「
救
え
る
命
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
「
訓
練
」
や
「
研
修
」
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
職
場
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
社
員
一
人
一
人
を
守
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
万
が
一
の
災
害

に
対
し
て
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
新
入

社
員
だ
け
で
な
く
、
社
員
全
員
の
定
期

的
な
防
火
研
修
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

Q

日本製鉄株式会社　 　

関西製鉄所尼崎地区

笹野　 裕志

Q

　
最
後
に
、
こ
の
研
修
を
機
会
に
、
社

内
や
地
域
で
行
わ
れ
る
消
防
訓
練
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
を
担
っ
て
い
く
防
火
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま

す
。

Q

8



Ｊ
Ｒ
西
日
本
ホ
テ
ル
ズ

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
　
　

　
　
　
総
務
課

田
村

研
二

ず
い
そ
う

「
お
も
て
な
し
の
心
」
と

　
　
　
　
　
　
　「
安
心
・
安
全
」
を
掲
げ
て

「
お
も
て
な
し
の
心
」
と

　
　
　
　
　
　
　「
安
心
・
安
全
」
を
掲
げ
て

　
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
の
前
身

「
ホ
テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
」
が

誕
生
し
た
の
は
、
一
九
九
九
年
、Ｊ
Ｒ

尼
崎
駅
界
隈
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
完
成
し
、
駅
前
東
北
に
位
置
す
る
再

開
発
エ
リ
ア
「
ア
ミ
ン
グ
潮
江
」
が
開

か
れ
た
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
、

「
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
」
と
名
を

変
え
、Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
前
の
唯
一
の
ホ
テ

ル
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
に

ご
利
用
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
ヴ
ィ
ス
キ
オ
」
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
ホ

テ
ル
ズ
の
都
会
的
・
現
代
的
な
上
質
感

を
提
供
す
る
宿
泊
主
体
型
を
テ
ー
マ
と

し
た
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
「
ヴ
ィ

ス
キ
オ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
〝
宿
り
木
〞

を
意
味
し
、
宿
り
木
は
北
欧
神
話
で
幸

福
、
安
全
、
幸
運
を
も
た
ら
す
聖
な
る

木
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
客
様

に
旅
の
疲
れ
を
癒
し
、
幸
福
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

命
名
い
た
し
ま
し
た
。

　
企
業
、
工
場
が
立
ち
並
び
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
的
に
数
多
く
の
人
が
訪
れ
る
街
で

あ
る
尼
崎
。
ま
た
、
関
西
各
都
市
へ
の

ア
ク
セ
ス
至
便
で
、
関
西
旅
行
の
拠
点

と
し
て
ご
利
用
さ
れ
る
街
、
尼
崎
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
街
と
、
観
光
の
街
の
顔
を
も

つ
尼
崎
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
プ
ル
で
気

持
ち
の
良
い
「
ヴ
ィ
ス
キ
オ
」
の
お
も

て
な
し
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ

た
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
は
、

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ
て
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」
だ
け
で
な
く
「
安

心
・
安
全
」
を
ご
提
供
す
る
事
も
大
切

な
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
法
令

に
則
っ
た
消
防
設
備
点
検
は
勿
論
の
こ

と
、
消
火
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
と
い
っ

た
防
災
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
し
、
実
際

に
起
こ
り
う
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

想
定
し
た
シ
ナ
リ
オ

に
沿
っ
て
行
わ
れ
る

訓
練
に
よ
っ
て
、
客

室
か
ら
の
出
火
、
地

震
に
よ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
停
止
、
そ
れ

ら
の
非
常
事
態
に
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と

る
べ
き
か
、
訓
練
を

通
し
て
従
業
員
の
意

識
を
高
め
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ホ

テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
は
、「
お
も
て

な
し
」
の
心
と
「
安
心
・
安
全
」
を
掲
げ
、

関
西
の
玄
関
口
の
ホ
テ
ル
と
し
て
お
客

様
を
お
迎
え
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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はんどし ぇ いく H a n d sh a k e

　
関
西
化
学
機
械
製
作
株
式
会
社
は
創

業
75
年
の
蒸
留
、
蒸
発
、
抽
出
な
ど
の

分
離
技
術
を
駆
使
し
た
プ
ラ
ン
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
主
な

製
品
と
し
て
ウ
ォ
ー
ル
ウ
ェ
ッ
タ
ー
�

、

リ
フ
ト
ト
レ
イ
、
　
Ｗ
Ｗ
ム
ー
ト
ン
�

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
本
社
工
場
は
尼
崎

市
南
七
松
町
に
あ
り
、
主
に
技
術
計
算
、

設
計
、
装
置
の
生
産
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
「
シ
ン
プ
ル
そ
し
て
確
か
な
技
術
」

を
め
ざ
し
て
新
製
品
の
開
発
を
し
て
お

り
ま
す
。
開
発
し
た
装
置
の
テ
ス
ト
の

た
め
に
尼
崎
市
西
向
島
町
に
研
究
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
研
究
セ
ン

タ
ー
で
の
実
験
は
少
量
の
有
機
溶
媒
を

使
う
可
能
性
が
あ
り
、
少
量
危
険
物
取

扱
所
と
し
て
登
録
し
て
消
防
署
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
運
営
し
て
い
ま
す
。
設

備
の
計
器
や
モ
ー
タ
な
ど
は
防
爆
機
器

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
装
置
の
設
置

や
改
造
時
に
は
消
防
署
の
許
可
を
、
設

置
後
に
完
成
検
査
を
し
て
頂
い
て
か
ら

実
験
を
行
い
ま
す
。
作
業
に
は
甲
種
危

険
物
取
扱
者
の
資
格
を
持
っ
た
者
が
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
設
備

管
理
を
徹
底
し
て
行
い
、
地
域
の
方
々

に
安
全
第
一
で
安
心
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

尼
崎
市
南
七
松
町
２
ー
9
ー
7

　
　
　
電
話
　
０
６‒

6
4
1
9‒

7
1
2
1

　
　
　
Ｈ
Ｐ
　h

ttp
s
://

w
w

w
.k

c
e
.c

o
.jp

関
西
化
学
機
械
製
作
株
式
会
社

　
株
式
会
社
朝
日
工
業
は
、
自
動
車

部
品
関
連
の
機
械
検
査
・
梱
包
出
荷

作
業
・
二
次
加
工
の
業
務
等
を
、

１
９
９
１
年
に
尼
崎
市
食
満
に
て
創

業
し
、
「
地
域
に
密
着
し
、
地
域
住
民

の
皆
様
に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る

事
」
を
社
長
方
針
と
し
て
、
２
０
２

１
年
に
業
務
拡
大
の
た
め
、
尼
崎
市

御
園
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
異
常
気
象
や
自
然
災
害
に

備
え
、
会
社
内
で
も
常
に
防
災
意
識

の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
防
災
訓
練

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
弊
社
に
は
特
定
技
能
外
国
人
も

在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
防
災
訓
練
を

通
し
て
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
徐

細
動
器
）」
の
使
用
方
法
を
地
域
の
消

防
団
員
に
教
え
て
頂
い
た
り
、
放
水

訓
練
等
も
教
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

災
害
前
の
防
災
で
の
「
自
助
」、
災
害

後
の
減
災
で
の
「
自
助
」
な
ど
自
分

の
命
は
自
分
で
守
れ
る
意
識
の
高
揚

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け

る
「
共
助
」
も
担
う
企
業
と
し
て
、

今
後
も
消
防
局
の
皆
様
、
地
域
の
消

防
団
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
住
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
防
災
意

識
を
高
め
、
地
域
の
安
心
安
全
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

尼
崎
市
御
園
２
丁
目
２
ー
36

　
　
　
電
話
　
0
6‒

６
４
9
8‒

4
7
0
0

株
式
会
社
朝
日
工
業

国道2号線武庫川大橋から 北を臨む
二本の尖塔は旧甲子園ホテル　
現武庫川女子大甲子園会館　 　 　 　 　 　 　
枝川はこ のも う 少し 北側から 分流し ていた　
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●

救
急
コ
ー
ナ
ー

●

●

救
急
コ
ー
ナ
ー

●

消
防
局

救
急
課

『
応

急

手

当
』

　
は
じ
め
に
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
救
急
課
の
岸
本

で
す
。
今
読
ま
れ
て
い
る
方
は
、
少
し
で
も
応
急
手
当
と
い
う
も
の
に
興
味
が
あ
り
自
身

の
危
機
管
理
が
で
き
て
い
る
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
が
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を

行
う
救
急
課
に
配
属
さ
れ
、
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
３
年
目
に
入
り
、
自
分
自
身
が
成
長

し
て
い
る
か
？
市
民
の
皆
様
に
応
急
手
当
を
伝
え
る
事
を
常
に
考
え
て
仕
事
で
き
て
い
る

の
か
？
市
民
の
皆
様
に
普
及
啓
発
が
で
き
て
い
る
の
か
？

　
応
え
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す
。
で
き
て
ま
す
！

　
日
本
で
は
、「
謙
虚
な
気
持
ち
が
大
切
」
、
「
周
り
の
事
を
考
え
な
さ
い
」
、「
人
の
気
持

ち
を
考
え
な
さ
い
」
と
い
う
美
学
み
た
い
な
も
の
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
に

共
通
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
周
り
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
せ
っ
か
く
自
分
の
人
生
が
あ
る
の
に
周
り
ば
か
り
気
に
し
て
い
る
人
が
多
す
ぎ
ま

す
。
も
っ
と
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
謳
歌
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
、

自
分
の
事
が
好
き
だ
し
、
周
り
の
事
な
ん
て
気
に
し
な
い
し
「
自
分
の
人
生
、
自
分
が
主

役
だ
」
と
、
い
つ
も
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
こ
そ
が
重
要
で
す
。
「
目
の
前

で
人
が
倒
れ
て
い
る
。
助
け
た
い
け
ど
周
り
の
人
が
気
に
な
っ
て
助
け
ら
れ
な
い
」
そ
ん

な
悲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
分
が
主
役
だ
！
助
け
る
ぞ
！
」
そ
う
思
う
感
覚
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
達
消
防
は
「
現
場
に
助
け
に
行
く
こ
と
」
に
プ
ラ
ス
し

て
「
市
民
の
皆
様
へ
の
学
び
の
提
供
」
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
と
な

る
の
が
、
「
救
命
講
習
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
が
行
っ
て
い
る
救
命
講
習
は
、
定
期
講
習
と
い
っ
て
毎
月
第
２
、
第
３
、
第
４
木
曜

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
市
民
の
皆
様
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
市
民
の
皆
様

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
刺
激
を
頂
い
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
ス

マ
ホ
１
つ
で
何
で
も
完
結
す
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
直
接
市
民
の
皆
様
に

会
っ
て
会
話
し
て
意
見
を
聞
き
、
私
達
消
防
士
か
ら
役
に
立
つ
事
を
学
ん
で
欲
し
い
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
皆
様
は
、
学
ぶ
こ
と
が
減
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
同
じ
会
社
、
同
じ
同

僚
、
同
じ
場
所
、
同
じ
景
色
を
見
て
い
た
ら
、
人
は
慣
れ
て
し
ま
っ
て
何
も
学
ば
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
目
の
前
に
い
る
人
を
助
け
る
た
め
に
何
か
学
ぶ
事
は
決
し
て
無
駄
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
「
止
ま
な
い
雨
は
な
い
」。
こ
れ
は
「
辛
い
こ
と
と
か

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ず
っ
と
は
続
か
な
い
。
時
間
が
経
て
ば
解
決
し
て
く
れ
る
」
簡

単
に
言
え
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
わ
ざ
で
す
。
凄
く
良
い
言
葉
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
わ
ざ
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
た
ら
起
き
た
出
来
事
を
た
だ
傍
観
し
て
時
間
が

解
決
し
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
ま
り
能
動
的
な
言
葉
じ
ゃ
な
い
な
い
で
す

よ
ね
。
な
の
で
、
私
は
こ
ん
な
考
え
方
の
方
が
好
き
で
す
。「
止
ま
な
い
雨
は
な
い
と
思

う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
雲
の
上
に
行
く
努
力
を
し
よ
う
」
。
雲
の
上
に
行
っ
た
ら
必
然
的
に

雨
雲
の
上
な
の
で
、
ず
っ
と
晴
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
何
か
ミ
ス
し
た
り
、
失
敗
し
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
、
嫌
な
事
が
あ
っ
た
り
、
生
き
て
い

れ
ば
嫌
な
事
っ
て
沢
山
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
時
に
、
た
だ
眺
め
て
「
時
間
が
解
決
し
て

く
れ
る
」
と
思
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
努
力
し
て
行
動
す
る
方
が
能
動
的
で
、
前
向
き
だ
し

そ
の
方
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

　
僕
と
一
緒
に
違
う
景
色
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？
定
期
講
習
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
の
講
習
に
つ
い
て

　
定
期
開
催
（
個
人
）
は
、
定
員
50
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
、
お
早
め

に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
み
は
、
尼
崎
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

申
込
み
、
所
定
の
様
式
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
又
は
お
近
く
の
消
防
署
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
救
急
課
又
は
お
近
く
の
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
普
通
救
命
講
習
（
３
時
間
）

　
○
定
期
開
催
（
個
人
）

　
　
【
開
催
日
】
毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日

　
　
【
内
容
】
第
２
、
４
木
曜
日
　
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

　
　
　
　
　
第
３
木
曜
日
　
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

　
　
【
開
催
場
所
及
び
時
間
】

　
〇
定
期
開
催
（
個
人
）

　
　
第
２
木
曜
　
東
消
防
署
　
第
３
木
曜
　
北
消
防
署
　
第
４
木
曜
　
西
消
防
署

　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

　
○
随
時
開
催
（
10
名
以
上
の
団
体
）

　
　
日
時
、
開
催
場
所
を
調
整
の
う
え
開
催
。

　
　
受
講
者
に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
救
命
入
門
コ
ー
ス
（

1 0
名
以
上
の
団
体
）

90
分
以
上
３
時
間
未
満

　
日
時
、
開
催
場
所
を
調
整
の
う
え
開
催
。

　
受
講
者
に
は
参
加
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
団
体
で
の
講
習
を
希
望
の
方
は
、
管
轄
消
防
署
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
防
救
急
の
開
催
に
つ
い
て

　
受
講
希
望
の
方
は
、
消
防
局
救
急
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
〇
定
期
開
催
（
個
人
）

　
　
第
２
木
曜
　
東
消
防
署
　
第
３
木
曜
　
北
消
防
署
　
第
４
木
曜
　
西
消
防
署

　
　
午
後
４
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　
〇
随
時
開
催
（
10
名
以
上
の
団
体
）

　
　
日
時
、
開
催
場
所
を
調
整
の
う
え
開
催
。
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ཧ ௳事業 せ䛆 䛇⏬
事業所内にAEDを設置しており、従業員等にAED

講習受講者がいること。

� ᥦ ฟⓏ ㎸ の䛆 㘓 䛇⏦
「地域救命サポート事業」登録申込書に必要事項

を記入し、事業所へ提出。
※登録申込書は防火協会ホームページや会員名簿
の最終頁に掲載しております。

登録情報は、Googleマップを利用した
地図案内 サービス「AED設置施設マップ
」として、尼崎市公 式ホームページよりご
確認いただけます。

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/map/aed/

䈜ᑽ ᓮ ᕷ 㜵
༠

火 ・ 䝩䞊䝮䝨䞊䝆
防火協会事業者や支部の活動など、様

々な情報を発信していますので、是非ご
覧ください。携帯電話のQRコード読み取り
機能を利用して、アクセスすることができま
す。QRコードが利用できない場合は、下
記アド レスを直接入力してください。

༠ ຊ 事業所䜢㝶 ເ・ 㞟䛧てい䜎䛩䟿

http://www.city.amagasaki.hyougo.jp/syobo/31371/index.html
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ᆅ ᇦ 救・ 䝃䝫䞊䝖事業の・ ⛣

◌�Ⓩ 事業所㘓

◌�タ 所⨨ ⟠

A E D
尼崎市防火協会尼崎市防火協会尼崎市防火協会

防 　 火
F IRE  p r ev en t io n

設置施設
Automated Ex ternal Def ibr illat or

自動体外式除細動器
Automated Ex ternal Def ibr illat or

自動体外式除細動器

　 尼崎市防火協会会員事業所に設置さ れて いる Ａ Ｅ Ｄ （ 自動体外式除細

動器） を 、 事業所周辺で発生し た救命措置が必要な 事案に対し て も 使用

で き る 環境を つく る こ と で 、 地域の救命率向上を 図る こ と を 目的と し

て、 平成２ ５ 年度から 本事業が開始さ れま し た。

　 ま た、 Ａ Ｅ Ｄ 設置場所に関する 情報を 尼崎市公式ホ ーム ページ に掲載

し 、 広く 市民等にその事業内容を 周知し てき ま し た。

　 今後、 更な る 救命率の向上を 図る と と も に、 救命措置が必要な 事案が

発生し た 場合に、 一目でＡ Ｅ Ｄ が設置さ れて いる こ と が分かる よ う に

し 、 ス ム ーズ な 『 救命の連鎖』 に繋げる ため、 本事業に加入さ れて いる

皆様は配布さ れた登録表示プレ ート を 御掲出く ださ い。

「 地域救命サポート 事業」 登録表示プレ ート について

※未加入の事業所は是非積極的なご検討よろ し く お願いいたし ます。
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５
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半
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状
況
を
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と
、
前
年
の
同
時
期
と
比

べ
、
出
火
件
数
・
死
者
は
増
加
し
て
い

る
が
、
焼
損
面
積
・
損
害
額
・
負
傷
者

に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
。

　
出
火
原
因
は
、「
放
火
（
疑
い
含
む
）
」

が
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○

出
火
件
数

　
出
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件
数
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３
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の
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り
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５
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０
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６
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２
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９
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。
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６
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４
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６
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２
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４
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３
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６
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６
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２
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か
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４
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加
、
３
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は
「
た
ば
こ
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の
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件
で
前
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の
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件
か
ら
６
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減
少
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。
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件
数
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原
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は
、
39
・
６
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ま
す
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読者の皆様へ

　 救急需要が多く なっ ています。

　 救急車が必要になる前に、 早めの医療機関への受診をお勧めし ます。
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と
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尼崎市消防局では、危険物に関する一部の届出
が電子申請で可能となりました。

現在、電子申請可能な主な手続きは次のとおりです。

１ 製造所等関係者住所・氏名変更届出書

２ 製造所等軽微な変更工事届出書

３ 製造所等使用休止・再開届出書

４ 危険物製造所、貯蔵所、取扱所の品名、数量又
は指定数量の倍数変更届出書

５ 危険物保安監督者選任・解任届出書

６ 危険物取扱責任者選任・解任届出書

電子申請可能な手続きについては、随時更新しますの
で、詳しくは、尼崎市ホームページをご確認ください。 尼崎市オンライン申請

ポータルサイト

尼崎市 危険物 電子申請

尼 崎 市 消 防 局

● 予防コ ーナー ●
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11月9日（ 木）～15日（ 水）

秋の火災予防運動

　 火災が発生し やすい時季を迎える に当たり 、 火災予防思想の一層の普及を図り 、 火災

の発生を防止し 、 高齢者を中心と する 死者の発生を減少さ せる と と も に、 財産の損失を

防ぐ こ と を目的に実施し ま す。

全国統一防火標語

　 　「 火を消し て　 不安を消し て　 つなぐ 未来」

阪神地区統一標語

　 　「 火災から 人命を 守ろう 」

事業所等における火災予防対策

　 事業所では、 次のこ と に留意し 、 火災予防対策を実施し てく ださ い。

主な関連行事

・ 「 秋の消防総合訓練」 　 　 　 １ １ 月１ ３ 日（ 月） 　  

・ 「 自衛消防隊消防操法大会」 １ １ 月１ ５ 日（ 水）

始業時・ 終業時等

火の元点検の励行

従業員等に対する

防火 ・  防災教育

立て看板、 ポス タ ー、 館内放

送を活用し た防火意識の啓発

自衛消防訓練の実施 消防用設備等の

維持管理の徹底

放火火災に対する

警戒及び対策の徹底

秋の火災予防運動

火
災
予
防
運
動
実
施
中

避難経路を

確認します
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皆
さ
ん
は
、
「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
」
と

は
「p

e
r

s
o

n
a

l p
r

o
t
e

c
t
iv

e
 

e
q
u
ip

m
e
n
t

」
の
略
称
で
あ
り
、
日
本

語
訳
す
る
と
「
個
人
用
保
護
具
」
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
働
く
様
々
な
分
野
の
事
業

所
で
は
、
事
業
所
ご
と
に
使
用
さ
れ
て

い
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
」
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　
そ
こ
で
今
回
は
、
救
助
隊
の
紹
介
と

合
わ
せ
て
各
種
災
害
ご
と
の
「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
」

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
尼
崎
市
消
防
局
で
は
高
度
救
助
隊
・

特
別
救
助
隊
・
署
救
助
隊
・
水
難
救
助

隊
を
配
備
し
人
命
救
助
を
最
優
先
と
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
隊
の
中

に
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
日
本

各
地
で
の
災
害
応
援
に
出
動
し
た
り
、

国
際
消
防
救
助
隊
と
し
て
海
外
で
発
生

し
た
大
き
な
災
害
に
対
し
て
国
の
要
請

が
あ
れ
ば
派
遣
さ
れ
る
隊
員
も
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
救
助
隊
の
編
成
、

装
備
及
び
配
置
の
基
準
は
省
令
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
救
助
隊
を
「
人
命
救
助

を
行
う
た
め
必
要
な
特
別
の
救
助
器
具

を
装
備
し
た
消
防
隊
」
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
通
称
「
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
」
と
か
「
オ
レ
ン
ジ
」
と
よ

く
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
救
助
隊
で
す
が
、
複
雑
多
様
化

す
る
あ
ら
ゆ
る
災
害
・
事
故
等
の
中
で

も
極
め
て
作
業
危
険
度
の
高
い
状
況
に

お
い
て
安
全
に
人
命
救
助
す
る
こ
と
が

主
な
任
務
と
な
る
た
め
、
日
々
懸
命
に

訓
練
に
励
み
な
が
ら
知
識
、
技
術
の
向

上
や
不
撓
不
屈
の
精
神
力
を
身
に
付
け

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災

害
活
動
は
知
識
、
技
術
、
精
神
力
だ
け

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
各
種
災
害
（
火
災
・

交
通
事
故
現
場
、
高
所
・
低
所
事
故
現

場
、
有
毒
ガ
ス
の
漏
洩
事
故
現
場
、
水

難
事
故
現
場
等
）
に
応
じ
た
装
備
品
を

身
に
着
け
、
し
っ
か
り
と
し
た
「
Ｐ
Ｐ

Ｅ
」
を
備
え
て
活
動
し
な
け
れ
ば
、
隊

員
の
負
傷
事
故
に
繋
が
り
任
務
を
完
遂

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
尼
崎
市
消
防
局
で
は
、「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
」

の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
安
全
管

理
に
つ
い
て
組
織
と
し
て
の
方
向
性
を

定
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
各
級
指
揮

者
の
意
識
向
上
、
個
人
の
状
況
判
断
力

の
強
化
、
安
全
に
対
す
る
教
育
等
多
面

的
に
取
り
組
み
市
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

救
助
隊
と
Ｐ
Ｐ
Ｅ

救
助
隊
と
Ｐ
Ｐ
Ｅ

消
防
コ
ー
ナ
ー

消
防
コ
ー
ナ
ー

消防局
消防防災課

消防局
消防防災課

交通救助Ｐ Ｐ Ｅ 高・ 低所救助Ｐ Ｐ Ｅ 水難救助Ｐ Ｐ Ｅ
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１
　
実
施
期
間

　
　
令
和
５
年
12
月
１
日
（
金
）か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
の
31
日
間

　
　
た
だ
し
、
次
の
期
間
を
も
っ
て
、
前
期
、
中
期
、
後
期
と
す
る
。

　
⑴
　
前
期

12
月
１
日
（
金
）か
ら
12
月
14
日
（
木
）
ま
で
の
14
日
間

　
⑵
　
中
期

12
月
15
日
（
金
）か
ら
12
月
25
日
（
月
）
ま
で
の
11
日
間

　
⑶
　
後
期

12
月
26
日
（
火
）か
ら
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
の
６
日
間

２
　
実
施
事
項

　
消
防
局
、
消
防
署
、
消
防
団
の
ほ
か
、
各
事
業
所
等
の
実
施
事
項
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
御
理
解
の
う
え
、
会
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
も
年
末
の
火
災
特
別
警
戒
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
⑴
　
懸
垂
幕
、
立
看
板
等
の
掲
出

　
⑵
　
火
気
使
用
場
所
等
の
特
別
点
検
の
実
施
及
び
臨
時
火
気
使
用
時
の
防
火
管

理
の
徹
底

　
⑶
　
消
防
用
設
備
等
の
特
別
点
検
の
実
施
並
び
に
防
火
戸
及
び
避
難
路
の
点
検

整
備

　
⑷
　
屋
内
外
の
可
燃
性
物
品
の
整
理
整
頓
及
び
喫
煙
管
理
の
徹
底

　
⑸
　
休
日
夜
間
に
お
け
る
警
備
体
制
の
強
化

　
⑹
　
特
定
防
火
対
象
物
で
特
に
重
点
的
に
実
施
す
る
事
項

　
　
ア
　
消
火
・
避
難
訓
練
の
実
施

　
　
イ
　
防
火
戸
及
び
避
難
路
の
点
検
整
備
並
び
に
維
持
管
理
の
徹
底

　
　
ウ
　
消
防
活
動
上
支
障
と
な
る
物
件
（
駐
車
車
両
等
）
の
排
除

　
　
エ
　
大
型
物
品
販
売
店
舗
内
の
監
視
体
制
の
強
化

　
⑺
　
そ
の
他
必
要
事
項

ダイヤル１１９は、

火事や救急事故を消防に通報する

大切な電話番号です。

年
末
火
災
特
別
警
戒
に
つ
い
て

年
末
火
災
特
別
警
戒
に
つ
い
て

火事などの問い合わせは、

消防局テレホンサービス（オートガイド）　０６－６４０１－０１００

または、尼崎市消防局代表電話番号　０６－６４８１－０１１９

に電話してください。

「１１９番の日」を機会に、一人ひとりが正しい１１９番のかけ方

を確かめ、職場では１１９番通報訓練を行ってください。

正確な１１９番通報をするために！

１　「火事」か、「救急」か

２　発生場所（住所・事業所名・目標等）
３　「燃えているもの」、又は「けがの状態」
４　おかけの電話番号及び氏名
５　その他（避難状況・初期消火状況・危険物の有無等）

11月9日は、 119番 の日! !
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◇

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

１
　
と
　
き

　
　
全
区
分

　
　
２
月
15
日
（
木
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

２
　
と
こ
ろ

　
　
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

３
　
受
講
申
込

　
　
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
定
員

に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
講
習
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
で
き
ま

す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

４
　
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会

　
☎
０
７
８
・
３
３
３
・
８
０
３
２

◇

危
険
物
取
扱
者
試
験

１
　
と
　
き

　
⑴
　
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　

11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
（
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種
）

　
⑵
　
第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
３
月
３
日
（
日
）

　
　
　
（
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種
）

２
　
と
こ
ろ

　
　
県
内
七
会
場
で
実
施

３
　
願
書
配
布

　
　
受
付
の
３
週
間
前
頃
か
ら
尼
崎
市

消
防
局
及
び
各
消
防
署
で
配
布
予
定

４
　
受
付
期
間

　
　
第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
１
月
12
日
（
金
）〜
１
月
19
日
（
金
）

　
　
【
書
面
申
請
】

　
　
１
月
15
日
（
月
）〜
１
月
22
日
（
月
）

　
　
【
電
子
申
請
】

　
　
な
お
、
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試

験
に
つ
い
て
は
、
終
了
し
て
い
ま
す
。

５
　
受
付
場
所

　
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
兵
庫
県
支
部
（
持
参
若
し
く

は
郵
送
又
は
電
子
申
請
）

◇

危
険
物
取
扱
者
養
成
講
習

　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
対
策
の
た
め

の
講
習
で
す
。
（
乙
種
第
四
類
の
み
）

１
　
と
　
き

　
⑴

11
月
２
日
（
木
）

　
　

10
時
00
分
〜
17
時
00
分

　
⑵
　
２
月
20
日
（
火
）

　
　

10
時
00
分
〜
17
時
00
分

２
　
と
こ
ろ

　
　
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

３
　
受
講
申
込

　
　
受
講
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
前
申
込

　
　h

ttp
s:/

/
h
y
o
k
ik

y
o
.or.jp

/ 

４
　
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会

　
☎
０
７
８
・
３
３
３
・
８
０
３
２

◇

防
火
管
理
講
習

１
　
と
　
き

11
月
以
降
の
開
催
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
甲
種
新
規
講
習

11
月
15
日
（
水
）
、
16
日
（
木
）

　
　
１
月
24
日
（
水
）
、
25
日
（
木
）

　
　
３
月
13
日
（
水
）
、
14
日
（
木
）

２
　
場
　
所

　
　
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

３
　
受
講
申
込

　
　
尼
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前

申
込

　
申
込
み
は
、
こ
ち
ら
か
ら
↓

　『
問
い
合
わ
せ
』

　
講
習
会
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消

防
局
予
防
課
ま
で
。

　
☎
０
６
・
６
４
８
１
・
３
９
６
４

◆
　
記
載
内
容
は
、
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
　
従
前
か
ら
尼
崎
市
防
災
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
る
防
火
管
理
講
習
等

に
つ
い
て
は
、
尼
崎
市
防
災
セ
ン

タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す

る
た
め
、
11
月
開
催
予
定
の
講
習
会

か
ら
受
講
会
場
が
尼
崎
市
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
受

講
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
令
和
７
年
度
か
ら
従
来
の
と
お

り
尼
崎
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予

定
で
す
。

か
い
ら
ん
ば
ん

防火管 理講習 会は

中小企業センタ ーで

開催し ます
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火

の

用

心

消

防

団

消防団員カード
消防団員応援事業所

公益財団法人 兵庫県消防協会公益財団法人 兵庫県消防協会公益財団法人 兵庫県消防協会

消防団員応援事業所

登録募集中！！

地域の飲食店、物品販売店や事業所などに『 消防団員応援事業』と

し て登録いただき 、地域で活躍する消防団員に特典やサービ スを

提供いただく こと で、地域全体で消防団活動を盛り 上げ、

地域の活性化につなげること が目的です。

◆食後にド リンク・ コ ーヒ ー一杯サービス

◆ビール注文時におつまみ（ 小鉢）一品サービス

◆購入金額の○％割引

◆店内ポイント ○倍

◆粗品（ オリジナルグッ ズ）プレゼント など

消防団員が『 消防団員カ ード 』を提示いたし ますので、

特典やサービスの提供を お願いいたし ます。

がんばれ！

ひょう ごの

消防団

尼崎市消防局　 企画管理課（ 消防団担当） みんなで消防団員を応援しよう！

火

の

用

心

消

防

団

消太く ん

お店（ 応援事業所）

消防団員

各市町消防団事務局 県消防協会

地域住民

応援事業所
登録申込み

連携

応援事業所
ステッカー交付

消防団員カード
交付

集客向上
団員カード 提示

割引・ サービス
ポイント 加算 
等

集客向上
店舗等のPRや
イメ ージアップ

入団

消防団員活動PR
募集PR

「 消防団員応援事業所」と は？

サービスの提供方法は？

自分たち のまち は自分たち で 守る 」を モット ーに、地域で

活動し ている消防団員を 地域全体で応援する事業です。

消太く ん

をデザインし た『 消防団員応援事業所ステッ カ ー』を 交付し ますので、店頭

などに掲出いただきます。

※「 消防団員を応援し ているお店」とし て、店舗や事業所のPR・ イメ ージアッ プ

になるとともに、社会貢献にも つながります。

特典やサービスの例

※特典やサービスに必要な費用は、事業所様の負担と なります。

消防団員応援事業所の登録については、
裏面の「 消防団員応援事業所登録申込書」にご記入の上、
尼崎市消防局企画管理課（ 消防団担当） までご提出下さ い。

登録について

▲消防団員応援事業所ステッカー

どんどん
登録してね！！

0 6 7 4 8 2 _ A 4 _ f

〒6 6 0 -0 8 8 1  兵庫県尼崎市昭和通2 丁目6 番7 5 号 尼崎市防災センタ ー4 階

電　 話　 番　 号： 0 6 -6 4 8 1 -3 9 6 2

フ ァ ク ス 番 号： 0 6 -6 4 8 3 -5 0 2 2

メ ールアド レ ス： a m a-syo u-so m u@ city.a m a g a sa k i.h yo g o . j p
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消防団員応援事業所　 登録申込書

申込年月日　 　 　 　 年　 　 月　 　 日

ふりがな

事業所名称

ふりがな

所在地

ふりがな

代表者氏名

ふりがな

担当者氏名

電話番号

FAX 番号

メ ールアド レス

ホームページ
アド レス

営業時間 時　 　 　 分　 ～　 　 　 時　 　 　 分　（ 2 4 時間表示）

提供いただけるサービス等の内容 対　 象　 者 備　 　 考

定休日

※記入例

・ 食後にドリ ンク・コーヒ ー一杯サービス

・ビール注文時におつまみ（ 小鉢）一品サービス

・ 購入金額の○％割引

・ 店内ポイント ○倍

・ 粗品（ オリ ジナルグッズ）プレゼント  等

・ 消防団員のみ

・ 消防団員及び同伴者

・ 消防団員及びその家族

 等

・ 一部商品は除く 。

・××××円以内

・ 他のサービス券と の併用不可　 等

0 6 7 4 8 2 _ A4 _ b

改 1 5 .1 2 0 7 0 1 k a y a →　 　 印刷用 1 5 /1 2 1 1 0 1 m→ 21



22

対応言語　 英語　 中国語
　 　 　 　 　 韓国語　 ポルト ガル語
　 　 　 　 　 スペイ ン 語
　 　 　 　 　 ベト ナム語
　 　 　 　 　 タ ガログ語　 他
　 　 　 　 　（ 合計 3 1 ヵ 国語）

運用体制　 ２ ４ 時間３ ６ ５ 日

会話による１ １ ９ 番通報が困難な方へ（ N e t １ １ ９ ・ F A X １ １ ９ ）

尼崎市Net１１９ 尼崎市F AX１１９

利用対象者
尼崎市内に在住し 、 又は通勤、 通学さ れ、 会話による
１ １ ９ 番通報が困難な方が対象です。
ただし 、通報は尼崎市内及び伊丹市内から に限り ます。
申込方法
事前の登録が必要にな り ま す。 詳し く は尼崎市公式
ホームページをご覧く ださ い。
利用方法
登録さ れた携帯電話・ スマート フ ォ ン で手順に従い通
報し てく ださ い。

利用対象者
尼崎市内に在住し 、 会話によ る１ １ ９ 番通報が困難な
方が対象です。

申込方法
事前の登録など、 特に必要なこ と はあり ません。

利用方法
「 １ １ ９ 番緊急通報連絡票」 に必要な 事項を 記入し 、
「 1 」「 1 」「 9 」 番で F A X 送信し てく ださ い。

※　 詳し く は、 尼崎市公式ホームページのサイ ト 内検索で、「 N e t 1 1 9 」 又は「 F A X １ １ ９ 」 と 入力し ていただき 、 各種利用案内をご覧く ださ い。

三者間同時通訳サービスについて

尼崎市を 訪れる外国人観光客や市内在住の日本語を 話すこ と が難し い外国人から の１ １ ９ 番通報や現場活動での対応を

円滑に行う ため、 民間通訳業者によ る電話同時通訳サービスを 用いた 3 1 ヶ 国語通訳体制の運用を 開始し ています。

１ １ ９ 番通報時 現場活動時

通訳を依頼

言葉が通じ ない
外国語で対応

日本語 外国語

携帯電話を 交互

に受け渡し

○　 三者間での同時通訳が可能 ○　 二者間で通訳を介し て活動

◇問い合わせ　尼崎市消防局　情報指令課

TEL 06-6481-0119　　FAX 06-6482-1995　　E メール ama-syou-sirei@city.amagasaki.hyogo.jp

（ 配信メ ールのイ メ ージ）

火災指令情報のメ ール配信について
火災指令情報のメ ール配信サービ スを 開始し ています。 登録いただいた方には、 尼崎市内の火災出動指令の情報を メ ールで配信し ます。

　 《 配信内容》

◎　 火災指令情報

　 ・ お知ら せし ます。 ○月×日1 2 時0 0 分　 尼崎市○○町

　 ×丁目付近において、 火災の通報によ り 出動中です。

◎　 火災の鎮圧、 鎮火情報　 又は　 火災以外の取扱い情報

　 ・ 先ほどお知ら せし まし た。 尼崎市○○町×丁目付近の

　 火災は○月×日1 3 時0 0 分　 鎮火（ 鎮圧） し まし た。

　 ・ 先ほどお知ら せし まし た、 尼崎市○○町×丁目付近の

　 通報は火災ではあり ませんでし た。

※　 詳し く は、 市ホームページをご覧く ださ い。

新規の登録については、 下記 U RL 又は Q R コ ード から アク セスし てく ださ い。

【 U RL： 】 http s://w w w .am it1 1 9 .j p /fi re/p b /Pb M a in .d o

mailto:ama-syou-sirei@city.amagasaki.hyogo.jp
https://www.amit119.jp/fire/pb/PbMain.do
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